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開催月日　　：令和7年3月17日（月）

第2回　定期巡回・随時対応型訪問介護看護
介護・医療連携推進会議　議事録

司　会 齊川　佑輔 書　　記 齊川　佑輔

2025年度第1回介護医療連携推進会議が港ステーション研修室にて14:00-15:00開催された。

【ご参加者】

麻布地区高齢者相談センター　ご担当者様　1名

芝地区高齢者相談センター　ご担当者様　1名

グッドライフケア港居宅介護支援センター　担当者１名

グッドライフケア24港管理者　齊川　佑輔

１．開会の挨拶　参加者の自己紹介

　　民生委員野村様、訪問看護事業所は都合がつかず資料にて照会とする。

２．運営状況報告

　　資料をもとに2023年9月から2025年3月までの運営状況報告を行う。2023年5月にサービスが終了後、利用者はない。

　　現在の稼働件数は0で新規のご依頼も無く定期巡回訪問介護看護のニーズが少ない。要因としては訪問介護の事業所を変更しないで

　継続したいとお申し出が多くあります。代替のサービスとして夜間対応訪問介護サービスをご利用される方が多く

　定期巡回訪問介護・看護のご利用が少ない

３．事例紹介

脳梗塞、糖尿病の方

透析の送迎、入浴、安否確認により1日3回訪問しているケース。

４．新規の依頼について

定期巡回随時対応型訪問介護看護の新規利用については、ニーズがあれば対応する。

質疑応答

①定期巡回は1日何回まで訪問可能であるか

ある程度の指標はあるが、ご利用者様のニーズ、要介護度、状態を確認し、看護の意見も取り入れて決定する。

訪問の限度はない。

②緊急コールがあった場合は、どのような内容のコールが多いのか

転倒、排泄の失敗、体調不良等さまざまであるが、転倒が多く、体調不良時にもすぐに対応できるためコール機を使用する方もいる。

介護で対応が難しい場合は、看護へ相談依頼する。これは夜間対応訪問介護サービスでの内容でもある。


